













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































さくら貝釈 若錫錫錫秋二題指輪釈 若錫博多人形釈 若錫錫錫哀しき
桜草
私（文ちやん）
姉さん
園ちやん
１２百合子
松下さん
芳子（松村芳）
森川さんのお姉様
私（光ちやん）
姉さん
英子さん 妹（あいちやん）
姉さん
私カコちやん
（和子）
貝がら・赤いセルロイドの函・黒地に金の蔦の入つ
釈
若
錫錫
釈
若錫
釈若
釈
若錫釈
若
錫錫
た蒔絵の函・麻の葉の千代紙で張ったボー
ル紙の
釈若
釈
若
錫錫
箱・薔薇・ピエロ・大理石の函・さくら貝
釈若
釈
若錫
釈
若
錫錫
釈若
釈
若
錫錫錫
鏡台・ハンカチ・月光・月見草・ピアノ・白百合
釈
若錫釈
若
錫錫錫
釈
若錫釈
若
錫錫
釈
若
錫錫
コスモス・レシー
ヴア
釈
若
錫錫錫
釈
若
錫錫錫錫
おくすり・コスモス・お星様・雲・白桔梗・女郎花
釈
若
錫錫錫
釈
若
錫錫錫
釈
若
錫錫
釈若
萩・ラヂオ・レシー
ヴア・歌・薔薇・涙
釈
若
錫錫錫錫
釈若
釈
若錫釈若
窓・桐の花・影・節穴・麦畑・コスモス・ダリヤ
釈若
釈
若錫釈
若
錫錫錫
釈
若
錫錫
あづき色の洋服・赤いエプロン・千代紙の人形・赤
釈
若
錫錫錫
釈
若錫
釈
若
錫錫
釈
若錫釈若
い南京玉の頸かざり
釈若
釈若
釈
若
錫錫錫
寮舎・お誕生日・贈物・籠・符号・藤色の帯じめ
釈
若
錫錫錫
釈若
釈
若錫
窓・桜の落葉・びろうどの小函・ルビー
の指輪
釈若
釈若
釈
若
錫錫錫錫錫錫
釈
若
錫錫
釈
若錫
従姉・こほろぎ・涙
釈
若錫釈
若
錫錫錫
釈若
カルタ会・鏡台・藤色の編物・編針・絹糸・リボン
釈
若錫釈
若錫
博多人形・椿姫・カメリア・アルバム・写真・涙
釈
若
錫錫錫
釈
若錫
釈
若錫釈若
雀・スタンドのカバア・物語（『即興詩人』）
病院・松林・海・子守唄・涙・牛乳・兄さん
釈
若錫釈
若錫釈若
釈
若
錫錫
釈若
釈
若錫釈
若
錫錫
画家・さくら草・絵・博多人形（女軍出征・首ふり
釈
若錫
釈若
釈
若
錫錫錫
人形）・歌（『君よ知るや南の国』）･踊り・ミニヨン
釈若
病気祈り人の優しさ
病気
人の死
友情遠くへの旅立ち
病気
人の死
人の優しさ
病気
人の死
人恋しさ
病気
孤独
求道的な姿勢
まず前期と比較して文章の量が飛躍的に増えている。恐らく作者尾崎
翠の中で、長いものが書きたいという思いが強まって来たのであろう。
それに伴って物語の内容が複雑且つドラマ性の濃いものへと移行して来
ているのが分かる。
前期では裕福な家庭の少女が主人公であったのに対し、後期では母が
病気で、幼いながらも必死に労働して生活を支える様な、貧しい家庭の
少女が主役である。また〝人の死〟やそこから生まれたどうしようもな
い〝人恋しさ〟など、一見少女小説らしからぬ暗く重いテー
マにも積極
的に挑んでいる。
更にロシアを舞台とした作品（『暖い家』『露の珠』『肖像画』『赤いス
リツパ』）や、幻想的で不思議な体験を織り交ぜて書いた作品（『空気草
履』『露の珠』『頸飾をたづねて』『肖像画』）など、徐々
に実験的要素の
多い物語が増えて来た事も窺える。そしてそれと並行して複雑なドラマ
のディティー
ルを表現するため、前期と比較して作中に登場する題材・
小道具の量が圧倒的に増えた事が分かる。次はこれら題材・小道具につ
いて考察してみたい。
四
作中の題材・小道具
尾崎翠の物語中の題材・小道具に対するこだ
は有名であるが、そ
の片鱗はこの頃既に見受けられる事が分かる。前期・後期を通して繰り
返し現れる浜、松林、貝がら、薔薇、人形、星、歌、そして涙…。色彩
も赤、黒、黄、青、銀、白、桃、あづき色などが繰り返し姿を変えて現
れている。その詳しい分析は今後の課題としたいが、ここで注目したい
のはその後の代表作品に影響を与えたであろう題材・小道具についてで
ある。
（４）
わり
まず翠の一番の代表作『第七官界彷徨』。この作品には詩人を目指す
町子や音楽家を目指す三五郎など、芸術に関心が深い人物が沢山登場す
るが、少女小説に於いても「音楽会」（『縞のあはせ』『秋の宵』『アベマ
リア』）や「歌」（『秋の宵』『アベマリア』『秋二題』）、或いは「画家」（『肖
像画』『哀しき桜草』）や「絵」（『肖像画』『孤り描く』『白百合の花』『哀
しき桜草』）といった芸術的要素を持った題材・小道具が多数登場する。
また真剣に詩人の勉強をする町子や肥料の研究をする二助を思い起こ
させる、〝求道的な姿勢〟を貫く主人公が出て来る作品（『露の珠』『赤
いスリツパ』『孤り描く』『アベマリア』『哀しき桜草』）もある。加えて
『露の珠』や『頸飾をたづねて』の様な夢とも現実ともつかない摩訶不思
議な体験を扱った作品からは、日常を超えた非日常の感覚「第七官」へ
と繋がって行く確かな流れを感じる。
更に『歩
や『こほろぎ
に登場する「こほろぎ」、或いは「桐
の花」などの重要モチー
フもこの時期に既に登場している事が確認出来、
大変興味深い。
五
おわりに
まだ比較的研究が浅い、尾崎翠の一連の少女小説の題材・小道具と
テー
マを調査してみたが、テー
マの変遷（勧善懲悪・道徳的内容→複雑
な人間関係・不思議な現象／心理へのアプロー
チ）と共に、題材・小道
具の量や内容もまた変化している事が分かり、関心がより一層深まった。
今後は前期から後期への移行期に何があったのかを探り、更に一つ一つ
の題材・小道具の詳細な研究・分析を試みて行きたいと思う。いずれに
しても、本筋的な物語の進行とはまた別の次元で、題材・小道具など物
語の細部を構成するアイテムにまでこだわった尾崎翠の、作家としての
（５）
行』
（６）
嬢』
47― ―
オリジナリティとユニー
クさには改めて感心させられる。今後も彼女の
作品の持つ魅力と面白さの秘密を追って行きたい。
注（１）『定本
尾崎翠全集
上・下巻』（筑摩書房
一九九八年九・十月）
（２）〔前期―大正六年七月～大正八年六月―〕
１浜豌豆の咲く頃（第十二巻七号
大正六年七月）
２美しい貝がら（第十二巻十二号
大正六年十一月）
３初夢のお話（第十三巻一号
大正七年一月）
４燕の話（第十三巻四号
大正七年四月）
５送別会の後（第十三巻五号
大正七年五月）
６お礼の花束（第十三巻七号
大正七年七月）
７星の窓（第十三巻九号
大正七年九月）
８小さい星（第十三巻十号
大正七年十月）
９縞のあはせ（第十三巻十二号
大正七年十二月）
１０拾つたお金入れ（第十四巻二号
大正八年二月）
１１土曜の晩（第十四巻四号
大正八年四月）
１２浜出の日（第十四巻五号
大正八年五月）
１３四季の会（第十四巻六号
大正八年六月）
〔後期―大正十一年三月～昭和四年五月―〕
１４詩
博多人形（第十七巻三号
大正十一年三月）
１５秋の宵（第十八巻十号
大正十二年十月）
１６泉のほとり（第十八巻十一号
大正十二年十一月）
１７暖い家（第十九巻二号
大正十三年二月）
１８空気草履（第十九巻五号
大正十三年五月）
１９露の珠（第十九巻九号
大正十三年九月）
２０指環（第二十巻三号
大正十四年三月）
２１頸飾をたづねて（第二十巻四号
大正十四年四月）
２２三人の落しもの（第二十巻五号
大正十四年五月）
２３肖像画（第二十巻六号
大正十四年六月）
２４銀の燭台（第二十巻七号
大正十四年七月）
２５赤いスリツパ（第二十巻十号
大正十四年十月）
２６孤り描く（第二十巻十二号
大正十四年十二月）
２７アベマリア（第二十一巻三号
大正十五年三月）
２８白百合の花（第二十一巻七号
大正十五年七月）
２９さくら貝（第二十一巻十号
大正十五年十月）
３０秋二題（第二十一巻十一号
大正十五年十一月）
３１指輪（第二十一巻十二号
大正十五年十二月）
３２博多人形（第二十二巻二号
昭和二年二月）
３３哀しき桜草（第二十四巻五号
昭和四年五月）
※２４『銀の燭台』の署名は「南條信子」。３３『哀しき桜草』は「尾崎翠」、
それ以外はすべて「尾崎みどり」の署名。尚、本文中の引用には全て『定
本
尾崎翠全集
下巻』（筑摩書房
一九九八年十月）を使用した。
（３）
初出は一九三一年二月―三月号『文学党員』（一巻二号―三号、アトラス社
刊）で全編の約七分の四を、前・中編として発表。次いで同年六月発行の
『新興芸術研究』（二輯、板垣鷹穂編、刀江書院）に全編を発表。
（４）
例えば『「第七官界彷徨」の構図その他』（一九三一年六月発行の『新興芸
術研究』（二輯）に、「第七官界彷徨」の全編とともに掲載）などにその題材・
小道具に懸ける情熱が窺える。
（５）
初出は『家庭』の昭和六年九月号。翌七年二月『文学クオタリイ』に再録
される際、若干の手直しが施された。
（６）
一九三二年七月号『火の鳥』（六巻７号
栗原潔子編、火の鳥編輯所）に発表。
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